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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

武田商事株式会社所属セスナ式Ｔ２１０Ｒ型ＪＡ４０１１は、昭和６３年７月１０ 

日、大島空港から本田エアーポートへ向けて飛行中、１６時１８分ごろ埼玉県入間郡 

毛呂山町権現堂１４３番地の１の山中に墜落した。

同機には、機長ほか５名が搭乗していたが、全員死亡した。

同機は大破し、炎上した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和６３年７月１０日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官ほか１名の調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

昭和６３年７月１１日 現場調査

昭和６３年７月１９日 残がい調査



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ４０１１は、昭和６３年７月１０日（日曜日）事故発生時の機長及び同乗者５ 

名が搭乗し、１２時３０分ごろ本田エアーポートを離陸して有視界飛行方式で大島空 

港へ向け飛行し、１３時１４分同空港に着陸した。

同機は、１５時２５分ごろ機長が有視界飛行方式、速度１４０ノット、出発地　大島 

空港、経由地　横須賀－荏田－大宮、目的地　本田エアーポート、所要時間１時間、持 

久時間で表された燃料搭載量４時間３０分とする旨の飛行計画を大島空港出張所に提 

出した後、機長ほか５名が搭乗し、１５時３９分同空港を離陸した。

同機は１５時４３分ごろ、大島飛行場対空通信局に同空港の北５マイル、高度２， 

０００フィートである旨通報を行ったが、その後は管制機関等との交信はなかった。

その後同機は、１６時ごろ付図１のＡ点のゴルフ練習場で練習中の航空関係者によ 

って、高度１，０００フィートよりも低いと思われる高度でほぼ北へ向かって真っ直 

飛行しているのが目撃され、さらに、１６時過ぎごろ付図１のＢ点でも他の航空関係 

者によって、立川飛行場の場周経路と思われる付近を高度７００フィート～８００フィ 

ートで北へ向かって飛行しているのが目撃されている。次いで、同機は、入間飛行場 

の南側から同飛行場の西側を北上し、その後事故現場の物見山(標高３７５メートル) 

の方向に向かって西南西に飛行しているのが目撃されている。

同機は、ほぼ水平姿勢の状態で、物見山頂上からほぼ南西、次いで東西に連なる稜 

線付近の檜林に接触して、同林の梢を約５０メートルにわたって切った後、稜線付近 

の勾配約３０度標高３６５メートルの斜面に墜落した。

事故発生時刻は１６時１８分ごろであった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

搭乗者６名全員が死亡した。

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

同機は立木と衝突して左翼端が脱落した後、墜落したが、この衝撃により変形焼



損して原型をとどめない状況であった。なお、フラップ及びランディング・ギアは 

上げの位置にあった。

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

檜林約５０メートル×約１２メートルが損害を受けた。

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ３７歳

自家用操縦士技能証明書 第１１６２５号 昭和５９年６月２０日

限定事項

飛行機陸上単発 昭和５９年６月２０日

飛行機陸上多発 昭和５９年７月３０日

第二種航空身体検査証明書 第２３７２０７９１号

有効期限 昭和６４年３月２８日

総飛行時間 ３２０時間(推定)

同型式機による飛行時間 ２１時間(推定)

最近３０日間の飛行時間 ２時間１４分

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 セスナ式Ｔ２１０Ｒ型

製造番号 ２１０６５００８

製造年月日 昭和６１年９月２０日

耐空証明書 第６３－００７号

有効期限 昭和６４年３月２７日

総飛行時間 ３６時間１２分

耐空証明検査(昭和６３年３月

２８日実施)後の飛行時間 ３３時間００分

2.6.2　エンジン

型式 コンチネンタル式ＴＳＩＯ－５２０－ＣＥ型

製造番号 ５３０１５０

製造年月日 昭和６３年２月２６日



総使用時間 ３３時間００分

耐空証明検査(昭和６３年３月

２８日実施)後の使用時間　３３時間００分

2.6.3　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は約３，８００ポンド、重心位置は４４．７インチと推算さ 

れ、いずれも許容範囲(最大離陸重量４，１００ポンド、事故当時の重量に対応する 

重心範囲４０．０～５２．０インチ)内にあったものと認められる。

2.6.4　燃料及び潤滑油

燃料は航空用ガソリン１００／１３０、潤滑油はＭＩＬ－Ｌ－６０８２でいずれ 

も規格品であった。

２．７　気象に関する情報

2.7.1　事故当日、午後の関東地方の天気概況は、気象庁によれば次のとおりであった。

１５時００分の地上天気図（付図２）によれば、日本の東には発達した低気圧があっ 

て東へ進んでおり、これから延びる梅雨前線が関東地方から北陸を経て黄海に達し 

ている。このため、関東地方は雲が多く同北東部を除き雨が降っていた。

2.7.2　事故当日の事故に関連する時間帯における同機の推定飛行経路付近飛行場及 

び大島空港の気象観測値は次のとおりであった。

観測場所 大島空港

観測時刻 12:00 13:00 14:00 15:00 15:42＊ 16:00

風向（度） 200 190 190 190 190 190

風速（ノット） 16 20 14 18 12 12

最大瞬間風速（ノット） 31 31

視程（メートル） 5,000 5,000 5,000 5,000 4,000 4,000

現在天気 もや もや もや もや もや もや

雲量 1/8 4/8 6/8 4/8 7/8 7/8

雲形 層雲 層雲 層雲 層雲 層雲 層雲

雲高（フィート） 1,000 1,000 700 700 700 700

雲量 3/8 4/8 7/8 6/8



雲形 層積雲 層積雲 高積雲 層積雲

雲高（フィート） 4,000 4,000 12,000 4,000

雲量 7/8 7/8 7/8

雲形 高積雲 高積雲 高積雲

雲高（フィート） 12,000 12,000 12,000

気温（度C） 26 25 24 24 24

露点温度（度C） 21 22 22 22 22

QNH（インチ/水銀柱） 29.67 29.65 29.64 29.63 29.64

注　＊　特別観測

観測場所 調布飛行場

観測時刻 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

風向（度） 350 350 020 010 010

風速（ノット） 3 4 4 5 4

視程（メートル） 2,200 2,400 2,400 2,200 2,400

現在天気 しゅう雨 しゅう雨* しゅう雨* しゅう雨* しゅう雨

もや

雲量 3/8 7/8 4/8 1/8 1/8

雲形 積雲 層積雲 積雲 積雲 層雲

雲高（フィート） 2,500 3,500 2,500 2,000 1,000

雲量 7/8 7/8 5/8 5/8

雲形 層積雲 層積雲 積雲 積雲

雲高（フィート） 3,500 3,500 2,500 2,500

雲量 7/8 7/8

雲形 層積雲 層積雲

雲高（フィート） 3,500 3,500

気温（度C） 26 27 26 26 26

露点温度（度C） 24 24 24 24 24

QNH（インチ/水銀柱） 29.63 29.61 29.61 29.62 29.64

注　*　観測時前1時間内に観測されたが、観測時には観測されなかった。



観測場所 立川飛行場

観測時間 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

風向（度） 020 020 010 030 010

風速（ノット） 2 5 4 5 4

視程（メートル） 1,600 1,600 2,000 2,000 2,000

現在天気 もや もや もや もや もや

雲量 5/8 5/8 5/8 5/8 5/8

雲形 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲

雲高（フィート） 2,000 2,000 2,000 1,500 1,500

雲量 8/8 8/8 8/8 8/8 8/8

雲形 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲

雲高（フィート） 4,500 4,500 4,500 3,000 3,000

気温（度C） 27 28 26 26 26

露点温度（度C） 24 24 24 24 24

QNH（インチ/水銀柱） 29.62 29.60 29.60 29.61 29.63

観測場所 横田飛行場

観測時間 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

風向（度） 050 010 020 010 020

風速（ノット） 1 5 4 5 7

視程（メートル） 2,400 2,400 2,400 2,200 2,000

現在天気 もや もや もや もや 雨

霧

雲量 4/8 3/8 4/8 3/8 1/8

雲形 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲 層雲

雲高（フィート） 1,500 1,500 1,500 1,500 1,000

雲量 8/8 4/8 4/8 5/8 2/8

雲形 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲

雲高（フィート） 3,000 3,000 3,000 3,000 1,200

雲量 8/8 8/8 8/8 8/8

雲形 高積雲 高層雲 高層雲 層積雲

雲高（フィート） 10,000 8,000 8,000 3,000

気温（度C） 25 26 25 26 26



露点温度（度C） 23 23 23 22 22

QNH（インチ/水銀柱） 29.66 29.65 29.66 29.67 29.68

観測場所 入間飛行場

観測時刻 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

風向（度） 010 360 020 030 010

風速（ノット） 3 4 5 5 5

視程（メートル） 2,000 1,800 1,500 1,500 1,300

現在天気 もや もや もや もや しゅう雨

雲量 2/8 1/8 1/8 2/8 3/8

雲形 層雲 層雲 層雲 層雲 層雲

雲高（フィート） 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

雲量 5/8 5/8 6/8 5/8 6/8

雲形 積雲 積雲 積雲 積雲 積雲

雲高（フィート） 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

雲量 8/8 8/8 8/8 8/8 8/8

雲形 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲 層積雲

雲高（フィート） 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

気温（度C） 25 25 25 24 25

露点温度（度C） 23 23 23 23 23

QNH（インチ/水銀柱） 29.64 29.64 29.62 29.64 29.65

2.7.3　事故当時、事故現場の西約３００メートルの位置で、同機の墜落音及び爆発 

音を聞き、同現場に急行した者の口述によると、当時の現場付近の天気は、霧雨で 

もやがかかっており、視程は１０メートル未満であったとのことであった。

２．８　航空保安施設に関する情報

当時、同機の飛行に関連する航空保安施設の機能及び運用状況に異常があったとい 

う記録はない。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な資格を有し、所定の航空身体検査に合格していた。

3.1.2　ＪＡ４０１１は、有効な耐空証明を有していた。

3.1.3　同機は、調査の結果から、事故発生まで異常がなかったものと推定される。

3.1.4　２．７項に前述した気象情報から、同機の飛行経路上の天気は、有視界気象 

状態を維持して飛行することが困難なものであったと推定される。

なお、機長は、大島空港を出発するに際し、同空港気象官署に出頭して気象の調 

査を行うことをせず、また電話による本田エアーポートの気象調査も行っていなかっ 

た。

3.1.5　同機は墜落の際、フラップ及びランディング・ギアは上げの位置にあり、約 

５０メートルの長さにわたりほぼ水平に檜林の梢を切って斜面に激突していること 

から、巡航状態にあったことが推定される。同機は、3.1.4項に述べた有視界気象状 

態を維持して飛行することが困難な気象状態下を飛行中、平地から急に山岳地帯に 

差し掛かる地点に突出する山を覆っていた濃霧の中に入り、同山に衝突したものと 

推定される。

3.1.6　同機は、目撃者の口述から、飛行計画に記載した荏田までは計画どおりに飛 

行したものと推定されるが、その後大宮に向かわず付図１に示すよう北上している。 

この理由については明らかにすることはできなかった。

４　原因

本事故は、有視界気象状態を維持して飛行することが困難な気象状態下を飛行中、 

山を覆っていた濃霧の中に入り同山に衝突したものと推定される。



付図１推定飛行経路図



付図２


